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富士通ジャーナル

富士通グループは、先進的な環境への取り
組みが評 価され、環 境 大臣より「エコ・
ファースト企業」として認定されました。

富士通グループは、マレーシアボルネオ島において2010年11月、熱帯雨林の再生活動と原生林等を見学
するエコツアーを実施しました。エコツアーは、生物多様性教育を目的として今回新たに実施したもので、
社員や家族が生物多様性について学ぶ貴重な機会となりました。

　マレーシアボルネオ島にはかつて熱帯雨林が生い

茂っていましたが、いまでは商業伐採や焼畑農業等の

影響により原生種のフタバガキ科の木が伐採され、生

育の早い外来種が植えられています。さらに、熱帯雨林

の減少により元々生息していたオランウータンやボル

ネオ象等の動物が棲む場所もなくなってきています。そ

こで富士通グループは、2002年よりマレーシア国サバ

州（ボルネオ島）エコ・フォレスト・パークでの熱帯雨

林再生活動を実施しています。今回はフタバガキ科の苗

木の植林に加え、外来種を枯らすための作業や過去に

植林した苗木の生育状況調査も行いました。2005 年

1月に植林した場所での樹高測定では、昨年3ｍだった

木が 4ｍ40cmに生長していました。またエコ・フォレス

ト・パーク内に生息している動植物を調査したところ、

生態系の頂点に立つタカの仲間のミサゴも観察され、

生態系が豊かにな

りつつあることを

確認できました。

　今回からは参加者の生物多様性への理解を深めるた

め、従来の熱帯雨林再生活動のみならず「マングローブ

林について考える」「熱帯雨林について考える」「ボルネ

オ生態系について考える」といったテーマに沿って、国立

公園内の熱帯雨林の原生林の実態や油やし畑等を見学

するエコツアーも実施しました。

　今後も富士通グループは、社員が生物多様性への取り

組みについてより具体的に学ぶ機会を提供し、熱帯雨林

の再生活動等を通じて環境保全に取り組んでいきます。

熱帯雨林の再生を目指して 生物多様性への理解を深める環境学習の場に

生物多様性を学び、保全につなげる環境活動
ボルネオ島での熱帯雨林再生活動とエコツアーを実施しました

熱帯雨林再生活動の
様子

「生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）」
　参加報告
2010 年10月に名古屋で COP10 が開催されました。富士通グルー

プはB&B（ビジネスと生物多様性イニシアティブ）主催のサイドイ

ベント「CORPORATE BIODIVERSITY MANAGEMENT-PRACTICALLY 

MEETS BIODIVERSITY」（リーダーシップ宣言署名企業の取り組み

紹介）において富士通の生物多様性保全への取り組みを COP10 の

参加者に紹介しました。

また、COP10 併催の生物多様性交

流フェアではフォーラムやステージ

イベントを主催し、生物多様性保全

に向けた ICTの活用や自然環境保

全活動等の事例の紹介、マジック

を交えた生物多様性保全の啓発イ

ベントを実施しました。
B&B主催サイドイベントにて 
常務理事 環境本部長 髙橋淳久




